


























































優(50～40点） 良(39～35点） 可(34～30点） 不可(29点以下）
実習園 10人(50%） ５人(25%） 4人(20%） １人(５%）





実習園総合評価点 実習生総合評価点 実習園総合評価点 実習生総合評価点
























































































































































































































































































































































































協力・参加姿勢 8５ 8６ ４．２５ 4.3
7２鹿児島国際大学福祉社会学部論集
なお、「保育指導案の．作成」「環境構成・保育展開、個別援助」「声などの保育技術」は、実習
園平均点においても低く、一番低い平均点が、「声などの保育技術」３．４点、次に「保育指導案の
作成」と「環境構成･保育展開・個別援助」が3.5点、２幼児理解の「発達的な特徴の理解」３．５５
点と続いている。
２実習園と実習生の評価項目別評価比較と総合所見
(1)実習園と実習生の評価項目別評価比較
凡例実習園と実習生が同じ評価……|実習園＝実習生|(実習園３
実習園が実習生より高い評価…I実習I篇il、実習Ｔｌ(実習園４
実習園が実習生より低い評価…|実習閲く実習生|(実習園３
図２実習園と実習生の評価項目別評価比較
評価観点 評価項目
実習生３など）
実習生３など）
実習生４など）
(単位：人）凶ﾕ･{Ｗｆ：人
総計
２４６８１０１２１４１６１８２０
】
実習意欲
２
幼児理解
３
保育の計
画と実践
４
実習記録
５
その他の
保育活動
績極的・自主的な態度
指導・助言の受け止め
適切な対応
発進的な特徴の理解
保育指導案の作成
環境構成・保育展開
個別援助
声などの保育技術
実習記録簿の取り方
提出期限の厳守
協力・参加姿勢
９(45％）
７(35％）
１０(50％）
１１(55％）
６(30％）
４(20％）
８(40％）
７(35％）
11(55)髄
５(25％）
５(25鈴） ６(30％） 20人
２
(１０鴇）
１１(55％） 20人
Ｂ（１５％） ７(35％） 20人
３１(1590） ６(30％） 20人
１１５５鶴） ３（15％） 20人
１２(60船） ４(20％） 20人
６(30鵠） ６(30％） 20人
６(30船） ７(35％） 20人
３｛15脇） ６(３０％） 20人
７(鯛粥） ８(40％） 20人
幼稚園教育実習における実習態度７３
（２）「幼稚園教育実習評価表」の総合所見
実習園から提出された「幼稚園教育実習評価表」の総合所見欄には、実習生20人のすべてにつ
いて記述されている。この記述を、評価項目別に、「評価できる」記述と「努力を要する」記述
に分けて記載する。
評価項目
積極的．
自主的な
態度
指導・助言
の受け止め
適切な
対応
評価できる配述
･教師の役割、仕事をしようとする姿には、積極性が
みられ好感がもてる。
･毎日の保育目標をしっかり立て取組んでいた。
･初日から実習生としての自覚を持ち、積極的に取組
んでいた。
･積極的に質問をしていた。（２人）
．しっかりと教師の動きを観察していた。
･意欲的な姿勢が見られた。
･いつも笑顔で一生懸命学ぼうとしていた。
・これからの課題を見つけることができていた。
･実習に対して前向きである。
･毎日色々な面で祇極的に動いていました。
･一生懸命に取組んでいた。
･実習期間中とても熱心に取組んでいた０
．指導・助言をしっかり受け止め、実習に生かしてい
た◎
･指導・助言を前向きに受け止めていた◎
･指導・助言も素直に受け止めていた。
｡学んだことを翌日に一つでも実践しようとする前向
きな姿勢が見られた。
･助言を生かそうとする姿があり良かった。
・自分なりに目標を持ち、工夫したり関わってみたり
していた。
･子ども達に明るく笑顔でよく語りかけていた。
.進んで幼児と関わっていた。
・自分なりに援助や言葉掛けを行っていた。
･積極的に幼児と関わり、一人一人に応じて優しく指
導・援助することができた。
･実習をとおして子ども達と積極的に関わっていた。
（２人）
･いつも笑顔で子ども達に声を掛け一緒に遊ぶなど、
積極的に関わる姿が見られ、子ども達も親近感をも
って接していた。
・日々子ども達の声に耳を傾け寄り添うことができ
た ◎
･子ども達に優しく、明るく接していた。
･笑顔で明るく幼児に接する姿勢はとても良かった。
好感が持てた。（２人）
･子ども一人一人と稲極的に関わり、よく声掛けをし
ていて良かった。
．すぐに幼児に溶け込み、社会におけるマナーを指
導・援助するなど袖極的に幼児と関わる姿が見られ
た｡
努力を要する配述
･実習に対する姿勢や意欲が感じら
れないことがあった。
･保育者としての意識や言葉遣い態
度に欠ける部分があった。
･緊張からか、少し戸惑う姿が見ら
れた。
･初めての幼稚園実習で、初めの頃
Iまだいぶ緊張が見られた。（２
人）
･反省や指導されたことをメモにと
る姿がなかった。
･子どもとの関わりで難しいこと部
分もあった。
･幼児同士のトラブルへの対処法、
言葉掛けに戸惑い、援助ができな
かつた。
･幼児理解に努め、良い所を見つけ
番めてあげようとしていたが、や
や大げさすぎるきらいがあった。
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発達的な
特徴の理解
保育指導案
の作成
環境構成・
保育展開．
個別援助
声などの
保育技術
実習記録僻
の取り方
･幼児の成長発達の特徴を理解しようと穣極的に質問
をしていた。
･理解しようとする姿があった。
･幼児の発達段階や個人差を理解しようとする姿が見
られ、設定保育に生かされていた。
･教材研究では、幼児の実態を捉えながら何度も研究
を重ねていた。
･設定保育の教材研究が十分になされていた。
･保育案は自分で考え前日に提出されていた。
･手作り教材などを事前に準備しており、保育の中で
生かしていた。
･部分保育や設定保育の中で反省をし、次に活かそう
としている姿をよく見かけた。
･部分保育を重ねていくうちに反省点を生かし、努力
しようとする姿が良かった。
･設定保育では、上手くいかなかった所を再度チャレ
ンジしたいと申し出、挑戦する姿があった。
･導入や言葉掛けを工夫しながら保育を行っていた。
･苦手なピアノに少しずつ取組もうとする姿が見られ
た。
･部分や設定保育の中で反省をし、次に活かそうとし
ている姿をよく見ることができた。
｡一度指導したことは、次回しっかり生かされ記録が
なされていた。
．一日の保育を振り返り、様々なことを吸収してい
た。
｡細かく記入してあり大変良い。
･色々な視点から記入されていた。
･日々の学びがしっかりと書かれ、次に生かせるもの
になっている。
･各年齢の発達の特性をもう少し理
解しておくと、子どもとの関わり
も更によくなる。
･教材研究など遅れがちであった。
．出された課題への取組みが足りな
い。
・研究保育での教材研究が足りな
い。
･教材研究はとても熱心に行ってい
たが 、
保育案の書き方に努力が必要であ
る０
･指導案の書き方（文章や内容）不
十分。
･指導案の番き方に苦労していた。
･保育の準備や計画段階で伝えてあ
ったことができていなかった。
･部分保育では、もう少し具体的な
目標を立て、菰極的に子どもと関
わり援助方法を自分なりに考えら
れたらよかった。
・声が小さく、表情がこわばってい
た。
･幼児の前で話す際の表傭や声の卜
－ンに気をつけて保育をするとも
っとよい。
・ピアノが苦手なようであった。
．もう少し表現・表情豊かに幼児と
関われるよう現場での実習を重ね
て欲しい・
･大きな声で場面場面で切り替えが
できたらよい。
･保育の流れを理解した上で、ビア
ノ等の保育技術の向上に努めるこ
とで、とりよい実習になる。
・ピアノに苦手意識を持っているの
で、克服できたらもっと実りある
実習になる。
･記入の仕方や表現方法などよく考
え記録して欲しい。
提出期限の
厳守
協力・参加
姿勢
幼稚園教育実習における実習態度７５
･実習ノートや指導案等の提出物の期限守られてい ・日誌を一回忘れたことがあった。
た◎
･積極的に掃除や仕事に取組む姿があった。
・自ら仕事を見つけ、取組んだり掃除も進んで取組ん
でいた。
･作業や教材制作など労を惜しまず他の実習生と力を
合わせて取組んでいた。
Ⅳ教育実習事前指導への対策
今後の教育実習事前指導の改善・充実に向けて、評価観点別に対策を考察する。
１実習意欲
この観点の項目である「積極的･自主的な態度」と「指導･助言の受け止め」の平均点は､実習園・
実習生ともに4.0以上で、５段階評価の４（良い)であり、幼稚園教育実習評価表の総合所見柵に
も「評価できる記述」が多く見られる。しかし､｢指導･助言の受け止め」の平均点は､実習園(4.1）
と実習生(4.7)に差がみられる。実習生の評価が高いのは、真筆な態度で指導を受けていたと自
己評価していることが伺える。今後の対策としては、「努力を要する記述」に、「実習に対する姿
勢や意欲が感じられないことがあった｡」「反省や指摘されたことをメモにとる姿勢がなかった｡」
などと指摘されているように、積極的な実習態度とともに、指導を受ける際の姿勢・態度につい
て具体的に指導する必要がある。
２幼児理解
この観点の項目である「適切な対応」と「発達的な特徴の理解」の平均点は、実習生が２項目
とも実習園より若干高く評価している。「評価できる記述」から、実習生は大学で学んだ理論を
基に、積極的に幼児に関わり、理論に裏打ちされた関わりを模索しながら実習に取り組んでいる
ことが伺える。同時に、実習生自身が理論を深く修得しておくことの大切さも実感しているであ
ろうと捉える。今後の対策としては、「努力を要する記述」に、「各年齢の発達の特性をもう少し
理解しておくと、子どもの関りも更によくなる｡」とあるように、「適切な対応」を図るには、「発
達的な特徴の理解」など幼児理解に関わる理論を一層修得して教育実習に臨むよう指導する必要
がある。また、大学における学びだけでなく、ボランティアなどで教育現場に出掛け実際に幼児
と関わることをとおして幼児理解に努めることも薦める必要がある。
３保育の計画と実践
この観点の項目である「保育指導案の作成」と「環境構成・保育展開・個別援助」及び「声な
どの保育技術」の平均点は、３項目とも実習園より実習生の評価は低い。特に「保育指導案の作
成」は、５観点１０項目中一番低い2.9点で、５段階評価の２（少し努力を要する）である。このこ
とは、実習園の先生方からたくさんの指導を受け、作成力の未熟さを痛感させられての自己評価
と言える｡今後の対策としては､｢努力を要する記述｣に､｢保育案の書き方(文章や内容)が不十分｡」
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などと指摘されているように、保育案の基本的な書き方については、大学で責任を持ち、関連す
る科目等で習得の徹底を図る必要がある。
「環境構成･保育展開･個別援助」及び「声などの保育技術」については､先生方の指導とともに、
保育体験を積むことをとおして、保育の構成力や保育技術など身に付けられていくことを考える
と、先生方の指導を謙虚に受け止める姿勢とともに、積極的に保育実習を申し込んだり課題や疑
問などについて質問をしたりして、実習生自らが保育力や実践力を身に付けようと自ら学び取る
姿勢を持つよう指導する必要がある。また、ピアノなど教育実習までに自ら鍛えておくべき課題
を自覚させ、その課題解決に向けて様々な研究会を持つ「児童学会」などで自己学習に取り組む
よう指導する必要がある。
４実習記録
幼稚園教育実習の事前指導として、２年次９月に観察実習(２日間)、２月に保育指導法研修会
(２日間)を実施しているが、ここでの実習記録簿は、教育実習と同じ内容・様式を用いている。
つまり、実習記録の観点の一つである「実習記録簿の取り方」については、体験をとおして学び
を積んでいるのである。しかし、実習園より、「記入の仕方や表現方法などよく考え記録して欲
しい｡」という指摘がある。今後の対策として実習記録簿の取り方については、実習生個々人の
資質に関わることも考えられるが、教育実習事前指導での実習記録簿について、記述の見直しに
取り組ませるなど事後指導のあり方を検討する必要がある。もう一つの観点である「提出期限
の厳守」についての平均点は、実習園・実習生とも５段階評価の４(良い)であり、実習園の平均
点は、５観点10項目中一番高い4.25点である。しかし、「努力を要する記述」に「日誌を一回忘
れたことがあった｡」と指摘がある。今後の対策としては、提出物の期限厳守を体験をとおして
身に付けられるよう、教育実習事前指導に関わるすべての提出物の期限について厳守するよう徹
底して取り組ませていく必要がある。
５その他の保育活動
この観点の評価項目「協力・参加姿勢」の平均点は、実習園・実習生ともに５段階評価の４(良
い)であり、実習園の平均点は、５観点１０項目中一番高い4.25点である。「努力を要する記述」柵
への記述は無く、｢評価できる記述｣欄には前向きな取り組みであったことが記述されている。「協
力･参加姿勢」については、幼稚園教諭の仕事は、保育だけでなく様々な仕事を全教職員の協働・
連携により営まれていることが理解されていると、自ずと意欲的に取り組むことが考えられる。
今後の対策として、幼稚園教諭の仕事内容を保育だけでなく幅広く研修できるように２．３年次
に行う教育実習事前研修の研修内容を検討する必要がある。４年次の教育実習事前研修において
も、協働・連携の取り組みを具体的に説明して意欲化を図る必要がある。
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